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２０２３年４月９日（日）イースター礼拝メッセージ 

聖書個所：マルコの福音書１６章１～８節（Ｐ１０４） 

タイトル：「転がしてあった石」 

 

 復活の主イエス・キリストの御名を心から賛美します。きょうはイースターで

す。キリストの復活を記念してお祝いする日です。金曜日の午後に十字架の上で

息を引き取られ、墓に葬られたイエスは、三日目の朝に、墓を破ってよみがえら

れました。何と不思議な、何と驚くべきことでしょうか。イエスが葬られていた

墓は空っぽだったのです。墓の入り口をふさいでいた石は転がしてありました。

先ほどお読みしたマルコ１６章４節に「ところが、目を上げてみると、その石が

転がしてあるのが見えた。」とあります。口語訳では、「ところが、目をあげて見

ると、石はすでにころがしてあった。」と訳しています。石はすでに転がしてあ

ったのです。 

  私たちの人生にも、私たちの心を塞ぐ石があります。でも私たちがイエスのみ

もとに行くなら、復活の主イエスがその石をころがしてくださいます。きょうは、

この転がしてあった石についてご一緒に思い巡らしたいと思います。 

 

 Ⅰ．だれが石を転がしてくれるか（１－３） 

 

まず１～３節までをご覧ください。「1 さて、安息日が終わったので、マグダ

ラのマリアとヤコブの母マリアとサロメは、イエスに油を塗りに行こうと思い、

香料を買った。2 そして、週の初めの日の早朝、日が昇ったころ、墓に行った。

3 彼女たちは、「だれが墓の入り口から石を転がしてくれるでしょうか」と話し

合っていた。」 

 

十字架で死なれたイエスのからだは、アリマタヤのヨセフによってまだだれ

も葬られたことのない新しい墓に埋葬されました。このアリマタヤのヨセフは

イエスの弟子でしたが、ユダヤ人を恐れてそれを隠していました。しかし彼は、

勇気を出してピラトにイエスのからだの下げ渡しを願うと、ピラトはそれを許

可したので、イエスが十字架につけられた場所のすぐ近くにある墓に葬ったの

です。というのは、すでに夕方になっていて、もうすぐ安息日(土曜日)が始まろ

うとしていたからです。安息日が始まったら何でできなくなってしまうので、そ
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の前に彼は急いでイエスのからだを十字架から取り降ろし、ユダヤ人の埋葬の

習慣にしたがって、イエスのからだをその墓に埋葬したのです。 

 

その安息日が終わると、マグダラのマリアとヤコブの母マリアとサロメは、イ

エスに油を塗りに行こうと思い、香料を買いました。油を塗るとは、香料を塗る

ということです。 

これらの女性たちは、ずっとイエスにつき従って来た人たちでした。彼女たち

は最後の最後までイエスに愛と敬意を表したかったのです。それはイエスが自

分に何をしてくれたのかを知っていたからです。特にマグダラのマリアは七つ

の悪霊を追い出してもらいました。一つじゃないですよ。七つです。七つの悪霊

です。一つの悪霊でも大変なのに彼女は七つの悪霊に取り憑かれていました。そ

れは、彼女が完全に悪霊に支配されていたということです。身も心もズタズタで

した。しかし彼女はそのような状態から解放されたのです。どれほど嬉しかった

ことでしょう。感謝してもしきれないほどだったと思います。イエスがいなかっ

たら今の自分はない。イエスはいのちの恩人以上の方。最も愛すべき方。その方

が苦しんでいるならほっておけません。何もできないけれども、せめてイエスの

傍らにいたい。どんな目に遭おうと、たとえ殺されようとも、イエスのみそば近

くにいたかったのです。イエスは自分にとってすべてのすべてだから。そういう

女性たちが複数いたのです。 

彼女たちは、安息日が終わったので、イエスに油を塗ろうと思い、香料を買い、

週の初めの日の早朝、日が昇ったころ、墓に向かって行きました。新共同訳では、

「日が出るとすぐ墓に行った。」と訳しています。そうです、彼女たちはもう待

ちきれませんでした。日が昇るとすぐに墓に行ったのです。 

 

しかし、墓に向かっている途中で、彼女たちは一つの問題があることに気付き

ました。何でしょうか？それは、墓の入り口が大きな石で塞がれていることです。

だれがその石を転がしてくれるでしょうか。この石は重さ２～２．５ｔもある重

い石で、女性たちが何人いても女性の力では動かせるようなものではありませ

んでした。男でもよほどの人数がいなければ動かせないほどのものです。 

しかも、その石はただの石ではありませんでした。並行箇所のマタイ２７章６

６節を見ると、その石には封印がされていたとありました。これはローマ帝国の

封印で、これを破る者は逆さ十字架刑にされることになっていました。ですから、
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そこには番兵もつけられていました。屈強なローマ兵たちが、２４時間体制で監

視していたのです。その石を動かさない限り、中に入ってイエスのからだに香油

を塗ることはできません。とても無理です。それでも女性たちは墓に向かって行

きました。無理だ、不可能だと思っても、です。 

 

３節には、彼女たちは「話し合っていた」とありますが、彼女たちは、どこで

何を話し合っていたのでしょうか。「だれが墓の入り口から石を転がしてくれる

でしょうか」と、墓に向かっている最中で話し合っていました。 

ここが男性とは違うところです。一般の男性ならどうするでしょうか。まず行

く前に会議を開くんじゃないです。「行っても無駄だ。墓の入り口にある石をど

やって動かすのか。そこにはローマ兵たちがいるじゃないか。どう考えても無理

に決まっている。その前に香料を買ってもただのお金の無駄遣いだ」と。 

これが一般の男性が考えることです。でも女性は違います。女性は一般的に心

に感じるまま行動します。そうしたいと思ったらあまり考えずにすぐにそれを

行動に移します。こんなことを言ったら女性を差別しているのではないかと叱

られるかもしれませんが、別に女性を差別しているのではありません。それが女

性のすばらしいところだと言っているのです。とにかく安息日が明けたらイエ

スのもとに行きたい。１秒でも早く会いたいと思う。その愛が彼女たちを突き動

かしたのです。その前に立ちはだかった大きな石も、彼女たちにとっては問題で

はありませんでした。愛がなければその大きな石を前にして何もできなかった

でしょう。「あの石をどうしよう」で終わっていたはずです。でも愛は不可能を

可能にします。「愛には、計算が成り立たない」と言った人がいます。彼女たち

の行動は、まさに計算が成り立ちません。しかし、それが愛なのです。考えてみ

れば、イエス様の生涯もそうだったのではないでしょうか。計算では成り立ちま

せん。この世の目から見たら愚かなことのように見えます。その極めつけが十字

架です。十字架で死なれることでした。主はご自身に敵対する人を救うために十

字架にかかって死んでくださいました。そして、その上でご自分を十字架につけ

た人々のためにとりなしの祈りをささげたのです。このような愛は、この世の常

識では考えられません。人間の計算をはるかに超えています。しかし、そうでな

ければ見いだせない大切なことがあるのです。そのことに気付かないと、大切な

ものを失ってしまうことがあるのです。 

注目すべきことは、彼女たちがここで「だれが」と言っていることです。「だ
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れが墓の入り口から石を転がしてくれるでしょうか。」と。この「だれが」が重

要です。彼女たちは自分たちにはできないことが最初から分かっていたので、だ

れか他の人に頼らなければなりませんでした。「だれが墓の入り口から石を転が

してくれるでしょうか。」でも男性はそう考えません。男性はこう考えます。「ど

うやって」。どうやってあの石を転がすことができるかと。いつも頭の中で考え

てばかりいて行動に移せないのです。でも女性は違います。彼女たちは「なぜ」

とか「どうやって」ではなく「だれが」と言いました。なぜ男の弟子たちは一緒

に来ないのかとか、どうやって墓の入り口から石を転がしたらいいかではなく、

だれが転がしてくれるかと言ったのです。 

皆さん、「だれが墓の入り口の石を転がしてくれるのでしょうか。」そうです、

イエス・キリストです。イエスが死からよみがえって墓から石を転がしてくださ

います。ですから、この女性たちの「だれが」という問いには、彼女たちの信仰

が表れていたということです。 

 

これは私たちにも問われていることです。私たちは「だれが」の前に「どうや

って」と問うてしまいます。「なぜ」こういうふうになっているのか、「いつ」「ど

こへ」行ったらいいのかと、その状況とか、方法とかを考えてしまうあまり、何

もできなくなってしまうのです。でも彼女たちは違いました。もう動いています。

動いている最中で「だれが墓の入り口から石を転がしてくれるでしょうか」と話

し合っていました。彼女たちは自分たちにできないことは考えませんでした。だ

れかがしてくれると信じていたのです。彼女たちは、復活の信仰を持っていたと

も言えるでしょう。それは私たちにも求められていることです。「どうやって」

ではなく、復活の主があなたの心を塞いでいる石を転がしてくださると信じて、

イエスのもとに行かなければならないのです。 

 

Ⅱ．石はすで転がしてあった（４） 

 

次に、４節をご覧ください。ご一緒に読みましょう。「ところが、目を上げる

と、その石が転がしてあるのが見えた。石は非常に大きかった。」 

 

彼女たちが墓に行ってみると、墓はどうなっていましたか。あの石が転がして

ありました。新改訳第３版、口語訳、新共同訳、創造主訳のいずれの訳では「す
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でにころがしてあった。」と訳しています。その石はすでに転がしてありました。

イエスに近づくことを妨げていたあの大きな石が、すでに取り除かれていたの

です。彼女たちのイエスを愛する愛に、神様が応えてくださったのです。 

 

それはあなたにも言えることです。あなたがイエスに会いに行こうとする時、

そこに大きな石のような問題が立ちはだかっていることがあります。でもその

時、「どうやって」とか「いつ」とか「なぜ」と問わないで、「だれが」と問うな

ら、イエスがあなたの問題をすでに解決してくださいます。女性たちがイエスの

墓に到着したら、石はすでに転がしてありました。もしあなたがイエスを信じ、

イエスを愛するなら、どんな問題でもイエスが解決してくださるということを

知ってください。この女性たちのように。彼女たちはイエスの亡骸に向かう道中

で「だれがこの問題を解決してくれるか」と問うていましたが、そのだれがとは、

もちろん、イエスです。イエスはすでにあなたの悩みを解決しておられます。も

しあなたがキリストのもとに行くなら、あなたの問題はもうすでに解決されて

います。あの大きな石は転がしてあるのです。彼女たちが墓に向かったのは、ま

だ暗いうちでした。人生の暗いうちにはまだ大きな石がたちはだかっています。

でもあなたがキリストに向かって歩き始めるなら、どんなに人生が暗かろうと、

どんなに大きな問題が立ちはだかろうと、どんなにそれが不確かであろうと、キ

リストがそれを取り除いてくださるのです。あなたに求められているのは、イエ

スがこの石を転がしてくださると信じて、イエスのもとに歩き出すことです。 

 

榎本保郎先生が書かれた「ちいろば」という本の中に、こんな話があります。 

榎本先生が開拓した教会に、Ｔ君という、１人の高校生が来ていました。とても

やんちゃな子でしたが、熱心に求道するようになり、いつしか高校生会のリーダ

ーになりました。 

その T 君が高校３年生の時、献身者キャンプに参加しました。献身者キャン

プとは、将来、牧師になることを決心するためのキャンプです。榎本先生も、講

師の一人として、参加しました。そのキャンプの最後の集会で、「献身の志を固

めた人は、前に出て、決心カードに署名しなさい」、という招きがなされました。 

招きに応えて、泣きじゃくりながら、立ち上がる者。こぶしで涙を拭いながら、

前に進み出る者。若者たちが、次々に立ち上がって、震える手で、署名しました。

しかし、Ｔ君は、なかなか前に出て行きません。頭を垂れて、じっと祈っていま
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した。しかし、招きの時が終わろうとした時、遂に、Ｔ君は、立ち上がって前に

進み、決心カードに、名前を書き込みました。 

席に戻ってきたＴ君は、真っ青になって、ぶるぶる震えていました。決心した

ことで、心が高揚したこともあったと思います。しかし、Ｔ君には、もっと深刻

な、問題があったのです。 

Ｔ君は、とても勉強のできる生徒でした。ですから、両親は、大きな期待を、

彼に懸けていました。両親は、彼が、京都大学の工学部に入ることを、ひたすら

願っていたのです。それが、両親の、生き甲斐とも、言えるほどでした。それな

のに、もし、Ｔ君が牧師になる決心をした、と聞いたなら、両親は、どんな思い

になるだろう。がっかりするだろうか。怒るだろうか。その両親の期待の大きさ

を身に沁みて知っていただけに、Ｔ君は、両親に、どのように打ち明けたらよい

か、途方に暮れていたのです。そして、両親の落胆と、怒りを、想像しただけで、

いたたまれない気持ちになっていたのです。 

Ｔ君は、真っ青になって、「先生、祈ってください」、と榎本先生に頼みました。

先生にも、その気持ちがよく分かりました。そこで榎本先生とＴ君は、ひたすら

祈りました。祈るより他に、すべはなかったのです。その時、榎本先生の心に浮

かんだのが、この４節のみことばでした。「石はすでに転がしてあった」。 

榎本先生は、「Ｔ君、神様は、必ず、君の決心が、かなえられるように、備え

てくださる。『石は、すでに転がしてあった』、という御言葉を信じよう」、と力

づけました。 

それを聞いて、Ｔ君は帰っていきました。しかし、Ｔ君から、両親との話し合

いの結果が、なかなか報告されてきません。榎本先生は、どうなったか、心配で

たまらず、Ｔ君の家の前を、行ったり来たりしていました。 

帰ってから、三日たった夕方、げっそりやつれたＴ君が、教会にやってきまし

た。そして「先生、石は、のけられていませんでした」、と言ったのです。父親

は激しく怒り、母親は食事も取らずに、ただ泣き続けている、という報告でした。 

榎本先生は、暗い気持ちになって、「どないする？よわったなぁ」と、呟きま

した。その時、「先生、『石はすでに転がしてあった』というあの御言葉は、どう

なっとるんですか」。というＴ君の鋭い言葉が迫ってきました。先生は、自分の

不信仰に気付かされ、「いや、あの御言葉は、君にも必ず成就するよ」と、Ｔ君

と自分自身に言い聞かせました。 

それから半月ほど経った頃です。Ｔ君の両親が、教会を訪ねてきました。「息
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子をたぶらかした悪者」、と罵倒されるものと思って、戦々恐々として迎えた榎

本先生は、びっくりしました。というのは、Ｔ君の両親がこう言ったからです。 

「先生、息子を、よろしくお願いします」。 

頭を下げたお父さんは、両肩を震わせながら、じっと涙をこらえていました。

お母さんは、手をついたまま、泣きじゃくっていました。両親は、Ｔ君の献身を、

許してくれたのです。 

「石は、すでに転がしてあった」のです。この御言葉は、Ｔ君の上に、見事に成

就しました。その後、Ｔ君は、牧師となって、よい働きをしているという内容で

す。 

 

皆さん、私たちの人生にも大きな石が立ちはだかることがあります。しかし、

あなたがイエスを愛し、イエスに向かって歩むなら、イエスがその石を転がして

くださいます。ですから、どこまでも最善に導いてくださる主に信頼して、祈り

続けましょう。そうすれば、あなたも必ず「石は、すでに転がしてあった」とい

う、神様の御業を見るようになるからです。 

 

Ⅲ．弟子たちとペテロに告げなさい（５－８） 

 

最後に、５～８節をご覧ください。「5 墓の中に入ると、真っ白な衣をまとっ

た青年が、右側に座っているのが見えたので、彼女たちは非常に驚いた。6 青年

は言った。「驚くことはありません。あなたがたは、十字架につけられたナザレ

人イエスを捜しているのでしょう。あの方はよみがえられました。ここにはおら

れません。ご覧なさい。ここがあの方の納められていた場所です。7 さあ行っ

て、弟子たちとペテロに伝えなさい。『イエスは、あなたがたより先にガリラヤ

へ行かれます。前に言われたとおり、そこでお会いできます』と。」8 彼女たち

は墓を出て、そこから逃げ去った。震え上がり、気も動転していたからである。

そしてだれにも何も言わなかった。恐ろしかったからである。 

〔彼女たちは、命じられたすべてのことを、ペテロとその仲間たちに短く伝え

た。その後、イエスご自身が彼らを通して、きよく朽ちることのない永遠の救い

の宣言を、日の昇るところから日の沈むところまで送られた。アーメン。〕」 

 

女性たちが墓の中に入ってみると、そこにまっ白な衣をまとった青年が、右側
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に座っているのが見えたので、彼女たちは非常に驚きました。青年は彼女たちに

こう言いました。６節です。「驚くことはありません。あなたがたは、十字架に

つけられたナザレ人イエスを捜しているのでしょう。あの方はよみがえられま

した。ここにはおられません。ご覧なさい。ここがあの方の納められていた場所

です。」 

ここでは「驚いた」ということばが強調されています。イエスのからだが納め

られていた墓からあの石が転がされていただけでなく、その墓の中は空っぽだ

ったからです。なぜ墓は空っぽだったのでしょうか？イエスがよみがえられた

からです。イエスは死んで三日目によみがえられ、その墓を塞いでいた大きな石

をころがしてくださったのです。それを見た女性たちはどんなに驚いたことで

しょう。そして、私たちも同じ体験をすることになります。私たちの心を塞いで

いた大きな石が転がされるという体験です。どんなに悩みがあろうと、どんなに

疑問があろうと、どんなに問題があろうと、イエスはあなたの心に立ちはだかる

石を転がしてくださいます。なぜなら、イエスはみがえられたからです。 

 

ところで、この青年は彼女たちにもう一つのことを言いました。それは７節に

あることです。「さあ行って、弟子たちとペテロに伝えなさい。『イエスは、あな

たがたより先にガリラヤへ行かれます。前に言われたとおり、そこでお会いでき

ます』と。」」 

ここで青年は、イエスが弟子たちより先にガリラヤに行くので、そこでお会い

することができると言いましたが、ここでは弟子たちだけでなく、弟子たちとペ

テロにと言っています。あえて使い分けているのです。弟子たちだけでなく、ペ

テロに対して個人的に伝えてほしいと。なぜ「弟子たちに」ではだめだったので

しょうか。なぜ個人的にペテロに告げる必要があったのでしょうか。 

それはペテロが弟子たちの筆頭であったからではありません。それは、ペテロ

が一番イエスに会いづらい人物だったからです。なぜなら、彼は公の場で３度も

イエスを否定したからです。彼は「他の弟子たちがすべてあなたを見捨てても、

私だけは火の中水の中、死までご一緒します。口が裂けてもあなたを知らないと

は絶対に言いません。」と言い張ったのに、イエスを知らないと否定しました。

今さら、どの面下げて主に会えるでしょう。弟子の筆頭だった彼が一番してはい

けないことをしたのです。イエスの目の前で。 

でもペテロは先にイエス様にこういうふうにも言われていました。ルカ２２
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章３１～３２節のことばです。 

「シモン、シモン。見なさい。サタンがあなたがたを麦のようにふるいにかけ

ることを願って、聞き届けられました。しかし、わたしはあなたのために、あな

たの信仰がなくならないように祈りました。ですから、あなたは立ち直ったら、

兄弟たちを力づけてやりなさい。」 

イエスはすべてのことがわかっていました。十分わかった上で、あなたの信仰

がなくならないように祈った」と言われたのです。そして「ですから、立ち直っ

たら、兄弟たちを力づけてやりなさい。」と言われました。これは「もし立ち直

ったら」ということではありません。イエスは彼が立ち直ることもちゃんとご存

知の上で、それを前提にして、あなたが立ち直ったら、兄弟たちを力づけてやり

なさいと言ったのです。失敗した人にやり直しをさせて、兄弟たちを力づけてや

るという新しい務めも与えると、イエスはあらかじめ約束しておられたのです。

ですから、イエスはその約束通りにまずペテロの前に現れ、その約束を果たされ

るのです。まずペテロを立ち直らせる。これが復活された主がなさる最初のこと

だったのです。イエスのことを３度も否定した弟子の筆頭、その立場なり、その

資格を失っている者に対して、まず回復をもたらしたのです。つまり、イエスは

一番傷ついている者、一番痛い思いをしている者、一番恥ずかしい思いをしてい

る者のところへ行って、和解をもたらしてくださるということです。ペテロはと

てもイエスの復活の証人として相応しいとは思えません。しかし、そのようなペ

テロを主はあわれんでくださり、復活の姿を現わしてくださったのです。 

 

それは私たちも同じです。このイエスの愛は、同じように私たち一人ひとりに

注がれています。神様に背いてばかり、神様になかなか従えないこんな私をイエ

スは愛し恵みを注いでいてくださる。私たちも復活の主によって支えられ、復活

の主の弟子とされているのです。弱いペテロをどこまでも愛され「そうそう、あ

のペテロにも伝えなさい」と仰せられた主は今、私たち一人ひとりにも、語り掛

けてくださっているのです。「そう、そう、あのおっちょこちょいの富男さんに

も伝えてあげなさい。何度言ってもわからない。同じ失敗を繰り返しているあの

人にも」と。救われるに本当に相応しくないような者であるにもかかわらず、主

は一方的な恵みをもって救ってくださいました。あなたがペテロのように主を

否定するような者であっても、パウロのように教会を迫害するような者であっ

ても、復活の主はあなたをどこまでも愛しておられるのです。 
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 最後に８節をご覧ください。「彼女たちは墓を出て、そこから逃げ去った。震

え上がり、気も動転していたからである。そしてだれにも何も言わなかった。恐

ろしかったからである。〔彼女たちは、命じられたすべてのことを、ペテロとそ

の仲間たちに短く伝えた。その後、イエスご自身が彼らを通して、きよく朽ちる

ことのない永遠の救いの宣言を、日の昇るところから日の沈むところまで送ら

れた。アーメン。〕」 

 

 彼女たちは墓を出ると、そこから逃げ去り、そのことを誰にも言わなかったと

ありますが、実際には、ペテロにも、他の弟子たちにも伝えています。これはペ

テロと弟子たち以外には、だれにも伝えなかったという意味です。つまり、彼女

たちは、復活の主の最初の証人となったということです。最初の証人となったの

はイエスの１２人の弟子たちではなく、この女性たちだったのです。これはすご

いことです。というのは、当時、イエス様の時代は、女性が証人になることは考

えられないことだったからです。しかし、そんな女性たちがイエスの復活の最初

の目撃者となりました。男たちではありません。女たちです。 

 

 復活のメッセージを伝えることは、実に栄誉ある務めです。その栄誉に与った

のはこの女性たちだったのです。なぜでしょう？男たちは「どうやって」と考え

ると何も出来なかったのに対して、彼女たちはどんなに大きな石が目の前に立

ちはだかっていても、どんなに屈強なローマ兵が監視していようとも、たとえ捉

えられて死ぬことがあっても構わない、とにかくイエスに会いたい。愛するイエ

スに会いたい。その一心で動いていたからです。 

 

 それに対してなされた大いなる神様の御業を、私たちは今ここで見ているの

です。これは男か女かの違いを言っているのではありません。これは、信仰か不

信仰かの違いです。イエスを愛しているか、いないのかの違いです。彼女たちに

は信仰があり、イエスに対する愛がありました。そして、イエスの復活によって

希望まで与えられました。この女性たちは、私たち信仰者の模範です。私たちも

この女性たちのようにイエス様を愛するゆえに、「どうやって」ではなく「だれ

が」石を転がしてくださるのかと問いながら、復活の主がそれをなしてくださる

と信じて、心から主を愛し、主につき従う者でありたいと思います。イエスはよ
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みがえられました。死からよみがえられた主は、あなたの前に立ちはだかるいか

なる石も必ず転がしてくださるのです。 


